
R3 2 年探究講座①（国際探究分野） 集計結果 

 

Ｑ10 本講座へ参加した感想や意見などを、自由に書いてください。 

・紅花の可能性を知ることができた。「捨てることがない」という言葉を聞き、紅花の商品としての価値を

発見できた。今私たちが関わっているのは、将来世界遺産になるかもしれないと思うと、この時間は貴

重だと感じた。 

・今日は貴重な体験をさせていただきありがとうございました。今までは、紅花について少し知っている

程度だったが、今日の講義などを通して紅花の歴史や米沢織の継承や開発の大変さを知ることができた。

これから自分達で課題を発見して、魅力をより沢山の人達に知ってもらえるような取り組みを考えたい

と思う。本日はありがとうございました。 

・伝統工芸品についてみたり聞いたりする機会が今までなかった。今日の話を聞いて出来たことをこれか

らも大切にしたい。 

・紅花の歴史や活用方法など、今まで知らなかったことを詳しく知れた良い機会となった。一つの製作に

多くの工程を必要とし、職人の方の手間や思いがこもるなと感じた。また、地域の伝統産業の重要性を

理解できてよかった。 

・紅花染めや米沢織の知識がとても増えた。紅花を育てる大変さや、米沢織の素晴らしさを再認識した。

この素晴らしい伝統をより多くの人に知ってもらうために、発信方法などを考えたい。 

・良い商品を作るのも大事だが、それを知られていないと絶対に買われないという事を聞き、情報発信の

重要性に改めて気づいた。 

・伝統的なものを引き継いでいくには、若い人たちの協力や努力が必要だと分かった。 

・紅花と聞いて、上手く想像することが出来ていなかったが、今回の講座で上手く想像することができた。 

・地域活性化を紅花として行うというのが、とても素敵だと思った。伝えていくことも重要なので、私も

世界中の人に伝えられるようになりたい。米沢織のたて糸と横糸のリズミカルな模様に心が惹かれた。 

・米沢の伝統工芸についての知識が深まったのでよかった。ここで学んだ事をこれからの探究活動に活か

したい。 

・私はもともと米沢の歴史に興味があって、知っているつもりでいた。だが、“紅花”と米沢の関わりなど、

全く知らなかったのですごく勉強になった。また、紅花に関わることで陰での人々の苦労や、魅力が今

回 3時間という短い時間だったけれどギュッと知れてすごく貴重な体験ができた。 

・大変面白い講座だった。同時に私はこんなにも価値のある文化をよく知らなかったことにショックを覚

えた。いくらきれいな色が出るとはいえ、化学染料には勝てまいと思っていた。しかし、紅花にしかな

い魅力が多くあったので、これは広めていくべきだと思った。 

・弓道部で紅花を育てているが、何のためにしているのか、イマイチ理解できていなかった。今回のお話

を聞いて、どれほど地域の人が紅花を愛していて、米沢・山形県とどんな繋がりがあるのかを知り、弓

道部に声をかけてくれた人の想いを理解できた。米沢織や紅花など、自分がよく知らない米沢の魅力に

ついて学べたので、これからの探究講座でそれらをより多くの人に拡散できるように考えていきたい。 

・紅花染めを間近で見て、昔の人が米酢やウバイを使うと良い色が出ることに気付いたことが本当にすご

いと思った。また、米沢織が SDGs に繋がっているということに驚き、身近なところで SDGs を見つけ

ることができて嬉しかった。紅花や米沢織の沢山の魅力をそのままにしておくのはとてももったいない

と思うので、自分達の斬新なアイディアで、魅力を発信できればいいなと思った。 

・今まで知っているように感じていたけど、実は知らないことが沢山あった。多く売るだけが商売じゃな

いと知り、そういう地域の企業の活躍はなおさら知りづらいのでどう知らしめるのかが課題だと思う。 



・身近にある紅花というものを掘り起こしたこの講座では、身近にあって知ったつもりになっていたけど、

専門の知識を学んで様々な発見や興味があり、良い経験になった。 

・今まで染めているところを見たことがなかったので、実際に見て、とても身近に感じた。染めるのに想

像以上に時間がかかる事を知って、昔も今も作るのに苦労していることが分かった。 

・米沢に紅花畑、そして紅花の染色から織るまでを行っているところがある事を初めて知った。紅花は県

花だが、山形県民の中でも紅花について知っている人は限られていると思う。だから、私たちが紅花の

他の利用法を考えて、紅花を発信し紅花のさらなる普及に繋げられるようにしたい。 

 


